



































金融市場としての資本。J(Gr. S. 199) となっている。このあとには，資本
から土地所有そして賃労働への移行が述べられている。そして，それに続い
て IC市場，それは経済学の初めの方では抽象的規定として現れるものであ

























































































































を完全に忘れているJ(Gr. S. 414) 0 1このようにして資本とは明らかに関係
であり， しかも一つの生産関係でしかありえない。/われわれは循環の終り
になってようやく，資本の本性がどのようなかたちで現れ出るかを見てきた」














したがってまた分配形態である，等々。(四.19) /利子と利潤。 W.51， 52J 
























































( i )ノート 2冊における生産関係としての資本の再生産















相互間の新しい関係にはいるJ(Kr.C 2冊， S. 55J， S.93)。そして，資本と
労働との交換について「だが，このこと〔交換〕は，資本の増殖にとっての，




る規模での，それの再生産である)J (Kr.CS. 60J， S. 102)。




























































マルクスは 15)剰余価値に関する諸学説」の中で「第 3篇 資本と利潤」
の草稿に当るものを断続的に書いている。その中で MEGA編集者によって
I[諸収入とその諸源泉J Cノート15冊)と題された草稿は実際には『資本
論』第 3部第 5章(篇)の利子生み資本 [1)---4)の部分〕に対応する部



























































































































3) MEGA編集者の推定による『資本論』第 3部にとりかかったとき(1864年)の第 l
稿の当初のプランでは，その終りの部分は次のようになっている。 16)諸所得(諸収
入とその諸源泉)0 7)資本制的生産の総過程における貨幣の還流諸運動。 8)結び。
資本と賃労働J(1I-4・1， Apparat， S. 446~447)。この 18 )結び。資本と賃労働J
が1864~65年時点でも構想されていたことへの証拠は『諸結果』や第 2 部第 1 稿には
なく，またこれまでの第 3部第 l稿についての報告にもみられない。この点で MEGA
編集者の示す 8章だてのプランは 8章を除いた 7章だてのものに変更されるべきであ
る。
また実際に，第 2部第 1稿で貨幣流通を第 2部第 3章では捨象することと関連して
次のように述べている。 I(これより進んだ諸規定は，商人資本等々，ならびに剰余価
値が分裂していくさまざまの特殊的範時が考察されたのちに，第 3部の最後の章では
じめて問題となるであろう )J(KlI 1. S.305)。この「最後の章」とは 17)還流運動」
のことである。
生産諸関係・諸階級・国家 61 
3. r第 6章 直接的生産過程の諸結果」について




































3部第 1稿の途中から，第 2部第 3章(篇)を W'…W'視点、に基いて叙述
するように変更される中で解消されることとなったのである。
[註]
















































































































































































なお， ~資本論』第 3 部第 7 章(篇)が未完に終った原因のーっとして，
この時点 (1865年)でも「抽象的範鴎」としての「市場」の彫琢が，第2部































もJ(dI. {9I} a， S. 144)。






係のいろいろな別名にすぎない，ということであるJ01 -2， S. 62)。単純流通は「諸
収入とその諸源泉」の世界との対応にまでその射程は及んでいると考えられる。
8) ~要綱』の ~A. 序説』の r3 経済学の方法」の末尾のプランの次は次の標題から
始まる。 r4 )生産。生産諸手段と生産諸関係。生産諸関係と交通諸関係。生産諸関係
と交通諸関係とにたいする関係での国家諸形態と意識諸形態。法律諸関係。家族諸関
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